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村前東A遺跡は、現在の山梨県中巨摩郡柿形町と若草町との境界地域に広がる遺跡で、

甲府盆地西部の御勅使川扇状地の扇端部に位置しております。

本遺跡は、これまで3次にわたり調査が行なわれております。 l、2次調査は一般国道

52号線(甲西道路)改築にともない1990、1994年度に、 3次調査は中部横断自動車道建設に

伴い1994年度に行われたところであります。 4次調査となる本年度も、中部横断自動車道

建設に伴うもので、本書はこの 4次調査の概要をまとめたものであります。

今年度の調査はインターチェンジ建設予定部分のうち、昨年度未調査であった箇所を 4

a区として実施しました。その結果平安、古墳、弥生時代の文化層が確認されました。

平安時代では竪穴住居杜15軒、掘立柱建物祉2棟、溝 2条が確認され、該期の集落構造

が明らかになりつつあります。古墳時代では竪穴住居祉90軒、掘立柱建物土Ii:5棟、焼土祉

3基、ピット多数が確認されました。このうち、竪穴住居杜は昨年調査されたものを含め

るとその数は120軒を越え、大規模な集落の存在が明らかになりました。これらの遺構か

らは多くの土器をはじめ鉄器、石器などの遺物も出土しており、甲府盆地における該期の

動態を知るうえで貴重な資料が得られたことになります。弥生時代では、昨年度確認され

た水田祉の規模がさらに広がることがわかりました。

この概報が多くの方々に利用いただければ幸甚です。末筆ながら、種々のご指導、ご協

力を賜った関係各位、並びに直接調査に参加いただいた方々に厚くお礼申し上げます。

1996年3月

目次

1.遺跡の位置

2 .調査経過

3.発掘された遺構と遺物

山梨県埋蔵文化財センター

所長大塚初重

例言

1.本書は1995(平成 7)年度に実施した山

梨県中巨摩郡櫛形町、若草町地内に所

在する村前東A遺跡(むらまえひがしA

いせき )Na区の発掘調査の概報である。

2.調査は中部横断自動車道建設工事に伴

って、日本道路公団から山梨県教育委

員会が委託を受け、山梨県埋蔵文化財

センターが実施した。

3.発掘調査は三田村美彦・佐野和規が担

当した。

4.本書の執筆・編集は、上記の 2名が担

当し、文責は文末に明記した。

5.本報告書にかかわる出土品、記録図面、

写真等は一括して山梨県埋蔵文化財セ

ンターに保管しである。
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甲西道路および中部横断道路の改築建設に伴う村前東A遺跡の調査は平成 5年度に開始

され今年度で 3年目を迎えた。これまでの調査で、弥生、古墳、平安、中近世の 4面の文

化層が確認されている。そして、平成 6年度は、中部横断道路インターチェンジ部西側を

3区、 4区として調査を完了した。今年度は、引き続いてその東側を Na区として調査し、

弥生、古墳、平安の各時代に対応する遺構を確認した。インターチェンジ部分の平安時代

面の調査は今年度ですべて終了し、古墳時代、弥生時代の面は、 一部調査を来年度に持ち

越すこととなった (第2図)。

佐野和規

第 2図



3 .発見された遺構と遺物

ここでは、今回の調査で確認された弥生 ・古墳 ・平安時代の 3面にわたる文化層につい

て、時代順に概観してみたい。

1 )弥生時代(第 3面) (第 2図)
今年度の調査で確認された弥生時代の遺構は、水田j止と溝状遺構である 。水田土l上は調査

区の中央から北西寄りで約30面確認され、短辺 2m長辺 3~ I Om を測る小区画水田となる 。

また水口と考える施設も検出された。ただ、古墳時代の住居士止に切られていることや、畦

畔と確認面の色調が近似しプラン確認が難航したため、その全体的な広がりや各水田面の

規模に不明瞭な点が残る 。溝状遺構は 10条検出された。調査区中央を南北に走るものは幅

約 1m、深さ約50cmを測り、覆土には砂喋が堆積している。調査区北側では 9条の溝がま

とまって検出されている。いずれも幅約40cm、深さ約30cmを測る小規模のもので、断面

がU字状を呈す点で共通している。これらの溝状遺構はそのプラン検出の段階で、上記し

た水田祉の畦畔とも考えられたが、覆土に細かい砂牒を多く混入し、畦畔に用いられたも

のと異なり、断面で掘り込みが確認されたことから、溝状の遺構としたものである 。これ

らの溝からその時期を決定する遺物は出土していないが、その多くが古墳時代の住居祉に

切られていることか ら、その時期は弥生時代以前に比定され、水田土止と有機的関係にあっ

たと思われるの

P 1，1 IVa区全景
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第 3図 弥生時代の遺構配置図

2 )古墳時代(第 2面) (第4図)

古墳時代では前期に比定される住

居土止90軒・掘立柱建物祉 5棟-焼土

土11::3基・ピット多数が検出された。

住居祉はその分布が、調査区の中心

からやや北寄りが密に、南下するほ

ど疎になる傾向が認められる 。 プラ

ンは一辺 4~6mの隅丸方形あるい

は方形となるものが主体となるが、

最小 3X3mから最大 11X 9 mを測

るものまで、その規模は多様で、ある 。

柱穴は 4本柱主柱となるものが多い

が、 6本主柱や不明となるものがあ P 1，2 古墳時代住居I止群
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第4図 古墳時代の遺構配置図

る。炉は地床炉で、浅い掘り込みに

粘土を貼った所謂火皿を持つものや、

縁辺の一部に横長の離を配したり、

粘土で堤を築くものが認められた。

住居壮入り口部のコーナー付近には、

貯蔵穴と考えられる凸堤の巡るピ ッ

トが検出されるものがあ る。掘立柱

建物土止は 2x 2間となるものが多い

( P .1， 3)。これら検出された遺構か

らは壷 ・蓋 ・ヒサゴ査 ・高杯 ・器台

などの土器の他、僅かではあるが鉄

鉱等の鉄製品や砥石 ・蔽石様の石器

が出土している 。土器はいずれも 3 P 1 .3 古墳時代堀立柱建物祉
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世紀中葉から 4世紀に比定される古

式土師器で、 S字状口縁台付斐など

非在地系の土器が多く出土している。

第 5図はS8号住居士ll:から出土 した土

器で、当該期の器種をほとんど網羅

している (s字状口縁台付斐 1. 2、

高杯 3、器台 4、装飾器台 5、壷 6、

ヒサゴ壷7)。なお、昨年度も当該期

の住居士止を36軒調査してお り、今年

度と合わせるとその数は 1201![i:を越

え、本遺跡が古墳時代前期には拠点

的な集落として機能していたことを

伺わせる。 三田村美彦

P 1.4 58号住居I止土器出土状況

E二斗

第 5図 58号住居祉出土土器 s= 1/4 
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第6図 平安時代の遺構配置図 s= 1/1200 

3 )平安時代(第 1面) (第 5図)
本年度調査で確認された平安時代の遺構

は、竪穴住居士止16軒、掘立柱建物祉 2棟、

溝 l条である 。竪穴住居祉の内、 11軒は東

竃であり、 l軒は北竃をもっ。また、別の

l軒では、北と東に一つずつ竃が確認され

た (22号住居社、 P15)。竪穴住居祉の時期

は、出土遺物から、おおよそ 9世紀から 10

世紀にかけてのものであると思われるが、

今後詳細に検討されるべきである 。また、

6号溝は、本年度発見された平安時代の竪

穴住居祉のいくつかと切りあったり近接し P15.22号住居I止

たりする形で確認されている。切りあう部分においては、すべて、竪穴住居の方が溝を切

っている。この溝と 竪穴住居との関係も検討を要する。 佐野和規
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第 8図



村前東遺跡発掘の軌跡

発掘開始

遺跡の春

測量中

富士を望んで発掘

lVa区平安堀立柱建物跡

vι 

見学者説明用の古墳時代住居内予想図 遺跡見学会に備えて
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主な時代 弥生時代、古墳時代、平安時代

A 
主な遺構

弥生時代一水四社、機 古墳時代 竪穴住居祉、掘立柱建物社、溝、土坑

遺跡 平安時代一竪穴住居社、掘立柱建物祉、溝、土坑
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